
ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町
７
３
‐
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
７
‐
２
５
５
‐
３
４
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
７
‐
２
５
５
‐
３
４
３
５

h
ttp

s
://w

w
w

.n
e

u
e

s
-
a

s
a

h
i.jp

〒371-0846 群馬県前橋市元総社町67　https://www.asahi-p.co.jp

ノ
イ
エ
ス
朝
日

（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）

2025年5月２5日　Vol.133

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

〈
新
刊
の
ご
案
内
〉

中
野
由
紀
子

P
a
in

tin
gs

（19
71-2

0
2
4

）of　

Y
u
k
iko

 N
a
k
a
n
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
	

	
													

定
価
二
五
〇
〇
円
（
税
込
）

	

＊
「
中
野
由
紀
子
」

画
集
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ノ
イ
エ
ス
朝
日

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
で
扱
っ

て
い
ま
す
。

	

ご
希
望
の
方
は
、
展

覧
会
会
期
中
に
お
求
め

く
だ
さ
い
。

　

久
し
ぶ
り
に
書
店
に
行
き
新
刊
や
専
門
書
、
雑
誌
の
棚
か
ら
数
冊
を
手
に
取
っ
て

数
行
を
読
み
、
装
幀
な
ど
ち
ょ
っ
と
気
に
し
て
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
は
、
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
活
躍
し

た
蔦
屋
重
三
郎
の
話
で
面
白
く
見
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
現
代
の
よ
う
に
情
報
が
多
く
な
く
、
経
済
の
格
差
が
あ
っ
て
も
人
と
人
と

の
隣
近
所
の
つ
き
合
い
や
会
話
に
も
情
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
版
元
は
、
現
代
の
出
版
社
に
あ
た
り
社
長
で
あ
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
あ
り
営
業
も
す
る
よ
う
な
存
在
で
、
好
奇
心
旺
盛
、
幅
広
い
知
識
と
柔
軟
な
発
想

力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
そ
し
て
現
代
で
言
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
出

来
て
、
細
部
へ
の
注
意
力
も
あ
る
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
と
か
・
・
・
。
ふ
と
数
社
の

編
集
者
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　

小
沢
書
店
を
一
九
七
二
年
に
創
業
し
数
々
の
良
書
を
出
版
し
た
長
谷
川
郁
夫
氏
。

「
編
集
者　

漱
石
」「
堀
口
大
学
」「
吉
田
健
一
」
な
ど
自
著
も
あ
り
、
縁
あ
っ
て
何
度

も
酒
席
で
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
小
林
旭
の
歌
や
落
語
は
プ
ロ
並
み
で
、
小
沢
書
店

か
ら
出
さ
れ
る
書
籍
の
装
丁
も
魅
力
的
で
し
た
。

　

そ
し
て
作
家
を
囲
ん
で
の
編
集
者
の
集
ま
り
は
、
大
手
出
版
社
数
社
の
編
集
者
も

加
わ
り
七
～
八
人
。
そ
れ
は
意
欲
的
な
会
話
で
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
空
気
感
が
あ
り
、

出
版
物
は
、
こ
ん
な
最
前
線
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

本
づ
く
り
は
、
作
家
に
と
っ
て
は
命
。
編
集
者
に
と
っ
て
は
、
さ
ら
に
綱
渡
り
的

な
部
分
も
あ
り
発
注
元
と
し
て
出
版
社
を
背
負
っ
て
い
る
責
任
と
と
も
に
作
家
に
対

す
る
責
任
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

出
版
は
魅
力
的
で
も
あ
り
怖
い
も
の
で
も
あ
る
認
識
が
必
要
な
の
か
と
・
・
。

　

弊
社
で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
業
務
に
出
版
の
仕
事
も
三
十
冊
ほ
ど
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
い
つ
も
出
会
っ
た
作
家
と
と
も
に
編
集
者
の
顔
が
同
時

に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。「
べ
ら
ぼ
う
」
を
見
て
い
る
と
、
そ
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
を

つ
い
重
ね
て
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
や
ネ
ッ
ト
社
会
の
激
変
が
あ
っ
て
も
「
紙
文
化
」
の
中
で
息
づ
く
作
家

や
編
集
者
、
そ
し
て
出
版
社
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
を
書
店
の
本
棚
か
ら
感
じ

て
い
ま
す
。

　

詩
人
や
小
説
家
の
書
籍
に
な
ら
な
か
っ
た
山
積
み
さ
れ
た
原
稿
。
展
覧
会
を
終
え

て
ア
ト
リ
エ
に
置
か
れ
た
数
々
の
絵
画
。
展
示
も
出
来
ず
ガ
ラ
ク
タ
の
よ
う
に
捨
て

ら
れ
た
陶
器
や
ガ
ラ
ス
。
ち
ょ
っ
と
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
に
も
大
切
な
作
家

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。               　
（
武
藤
）

第
２
回　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
展　

 　
　
　
〈
企
画
〉

　
　

～
タ
シ
ケ
ン
ト
出
品
作
家
と
物
産
展
～

 

後
援　

駐
日
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
大
使
館

 

　
　
　

平
山
郁
夫
タ
シ
ケ
ン
ト
国
際
文
化
キ
ャ
ラ
バ
ン
サ
ラ
イ

会
期　
　

六
月
七
日
（
土
）
～
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
（
最
終
日
は
四
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

〈
出
品
作
家
〉

新
井
ゆ
り
子　
　

有
馬
国
雄　
　

石
川
孝
子　
　

中
島
智
子　
　
　

大
嶋
恵
美
子　

唐
沢
貴
子

斉
藤
芳
子　
　
　

住
谷
夢
幻　
　

長
瀬
正
太

堀
江
恵
理
子　
　

風
喜
人　
　
　

松
岩
邦
男

山
中
の
り
子

＊
展
覧
会
詳
細
は
、
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

第
１２
回　

石
川
薫
記
念
地
域
文
化
賞
受
賞
者
特
別
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
財
団
法
人　

群
馬
地
域
文
化
振
興
会

日
時　
　

六
月
十
八
日
（
水
）　

午
後
一
時
三
十
分
～

　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１

　

費
用　
　

参
加
費
五
〇
〇
円
（
資
料
代
）

　

定
員　
　

四
〇
名

演
題
「
炉
と
竃
・
鍋
釜
・
調
理
・
・
・
古
代
の
食
事
事
情
」

講
師　

外
山　

政
子　

氏　
（
第
３１
回
功
労
賞
受
賞
者
）

　

古
代
の
炊
飯
施
設
は
炉
と
竃
に
代
表
さ
れ
る
。
特
に
「
竃
」
は　
　

日
本
独
自
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
大

陸
の
生
活
様
式
が
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
火
処
の
変
革
は
鍋

釜
の
形
の
変
化
も
伴
い
、
当
然
な
が
ら
炊
飯
方
法
の
変
革
も
引
き

起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
古
墳
時
代
に
突
如
と
し
て
起
こ
る
。

　

何
故
、
急
激
と
も
み
ら
れ
る
変
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
庶
民
は
こ
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
た
の
か
、
群
馬

県
地
域
の
遺
跡
の
実
例
か
ら
繙
い
て
い
き
た
い
。

お
申
込
み　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４
（
展
覧
会
会
期
中
の
み
）

濱
名
幸
子
作
品
展　

  　
　
　
　
　
　
〈
企
画
〉

　
　

―　

甦
る
軌
跡　

―

　

会
期　
　

六
月
二
十
一
日
（
土
）
～
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
は
、
展
覧
会
の
会
期
中
以
外

は
お
休
み
し
て
い
ま
す
。

　

展
覧
会
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
や
「
小
林
裕
児
の
絵
画
講
座
」

（
六
月
四
日
）
や
「
第
１２
回　

石
川
薫
記
念
地
域
文
化
賞
受
賞
者

特
別
講
座
」（
六
月
十
八
日
）
の
お
申
込
み
は
、
展
覧
会
会
期
中

に
お
願
い
し
ま
す
。


